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低
温
、
多

雨
で
日
照
時

間
も
少
な
か

っ
た
７
月
が

嘘

の

よ

う

に
、
厳
し
い

暑
さ
が
続
い

て
い
る
。
一
時
の
冷
夏
予

想
も
一
転
、
猛
暑
予
想
に

な
っ
た
。
台
風
の
影
響
は

気
に
な
る
が
、
し
ば
ら
く

は
こ
の
暑
さ
が
続
き
、
８

月
は
猛
暑
、
９
月
も
残
暑

に
悩
ま
さ
れ
る
可
能
性
が

高
い
ら
し
い
▼
今
年
は
夏

の
訪
れ
に
続
き
、
秋
の
訪

れ
も
遅
い
ら
し
い
。
も
し

か
し
た
ら
例
年
以
上
に
天

候
に
振
り
回
さ
れ
る
年
か

も
し
れ
な
い
。
８
月
に
入

り
、
秋
冬
商
品
の
出
荷
が

始
ま
り
つ
つ
あ
る
。
チ
グ

ハ
グ
感
は
拭
え
な
い
が
、

し
ば
ら
く
は
こ
の
暑
さ
へ

の
対
応
が
テ
ー
マ
に
な
り

そ
う
だ
▼
一
方
で
「
１０

月
」
が
ひ
し
ひ
し
と
迫
っ

て
い
る
。
天
候
に
振
り
回

さ
れ
つ
つ
も
消
費
増
税
へ

の
対
応
が
先
送
り
さ
れ
る

わ
け
で
は
な
い
。
食
料
品

は
軽
減
税
率
の
対
象
に
な

る
が
、
家
計
全
体
の
負
担

が
増
え
る
と
す
れ
ば
、
食

関
連
の
購
買
行
動
が
変
わ

る
可
能
性
が
高
い
と
考
え

る
の
が
自
然
だ
▼
消
費
増

税
に
関
し
て
は
外
食
に
は

向
か
い
風
に
な
る
半
面
、

中
食
や
家
庭
内
食
に
は
追

い
風
に
な
る
と
の
見
方
が

強
い
。
増
税
後
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
領
域
で
商
品
や

メ
ニ
ュ
ー
、
食
シ
ー
ン
の

提
案
を
通
じ
、
い
か
に
需

要
を
取
り
込
む
か
が
大
き

な
テ
ー
マ
に
な
る
こ
と
は

間
違
い
な
さ
そ
う
だ
。
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地
球
温
暖
化
で
気
候
変
動
が
続
く
と
２
０
５
０
年
に
は
ア
ラ
ビ
カ
種
の
栽
培
適
地

が
現
在
の
５０
％
に
ま
で
減
少
す
る
�
�
。
こ
の
コ
ー
ヒ
ー
の
２
０
５
０
年
問
題
に
つ

い
て
、
キ
ー
コ
ー
ヒ
ー
の
川
股
一
雄
取
締
役
副
社
長
執
行
役
員
は
、
環
境
省
と
国
立

環
境
研
究
所
が
２
日
に
共
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
コ
ー
ヒ
ー
産
地
の
現
況
と
同

社
が
進
め
て
い
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
は
、

年
間
で
夏
の
軽
井
沢
の
よ
う

な
気
候
の
標
高
１
０
０
０
～

１
５
０
０
ｍ
で
つ
く
ら
れ
る

と
触
れ
た
上
で
、
気
温
上
昇

が
コ
ー
ヒ
ー
の
栽
培
に
か
な

り
の
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。

「
米
、
小
麦
、
大
豆
、
綿

花
な
ど
は
平
均
気
温
が
１
～

３
℃
の
幅
で
上
昇
す
る
と

�
二
酸
化
炭
素
施
肥
効
果
�

で
食
料
生
産
能
力
は
増
加
さ

れ
る
が
、
コ
ー
ヒ
ー
の
場
合

は
�
雨
季
と
乾
季
の
境
目
が

な
く
な
る
�
昼
夜
の
寒
暖
差

の
減
少
�
サ
ビ
病
な
ど
病
気

の
発
生
で
収
穫
量
が
減
少
し

品
質
が
低
下
す
る
」
と
語
っ

た
。１２

年
に
は
中
南
米
で
突
然

変
異
し
た
サ
ビ
病
が
蔓
延
し

大
減
産
。
こ
れ
を
受
け
１５
年

の
ミ
ラ
ノ
万
博
で
は
冒
頭
の

２
０
５
０
年
問
題
が
提
唱
さ

れ
、
気
候
変
動
へ
の
適
応
策

と
緩
和
策
の
取
り
組
み
が
重

要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。キ

ー
コ
ー
ヒ
ー
は
１６
年
４

月
に
国
際
的
な
研
究
機
関
ワ

ー
ル
ド
・
コ
ー
ヒ
ー
・
リ
サ

ー
チ
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
）
と
の
協
業

を
開
始
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
あ
る
直
営
パ
ダ
マ
ラ
ン
農

園
の
一
角
を
実
験
圃
場
と
し

て
提
供
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

や
パ
ナ
マ
な
ど
世
界
各
地
を

原
産
と
す
る
４２
種
の
コ
ー
ヒ

ー
の
苗
木
が
植
え
ら
れ
Ｉ
Ｍ

Ｌ
Ｖ
Ｔ
と
呼
ば
れ
る
活
動
が

行
わ
れ
て
い
る
。

Ｉ
Ｍ
Ｌ
Ｖ
Ｔ
と
は
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ル
チ
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
バ
ラ
エ
テ
ィ

・
ト
ラ
イ
ア
ル
（
国
際
品
種

栽
培
試
験
）
の
略
で
、
世
界

各
地
の
品
種
の
中
か
ら
気
候

変
動
に
耐
え
ベ
ス
ト
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
発
揮
す
る
品
種

を
探
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
意

味
す
る
。

Ｉ
Ｍ
Ｌ
Ｖ
Ｔ
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
「
昨
秋
に
は
コ
ー

ヒ
ー
の
花
が

咲
い
た
も
の

が
あ
れ
ば
、

サ
ビ
病
に
か

か
っ
た
も
の

も
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
、
降
雨
量
の
増
加

に
対
し
て
根
の
発
達
を
ど
う

や
っ
て
防
ぐ
か
と
い
う
適
応

試
験
な
ど
の
結
果
が
出
て
く

る
。
４
年
目
に
カ
ッ
プ
ク
オ

リ
テ
ィ
の
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き

る
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
」

と
説
明
し
た
。

課
題
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国

内
で
の
研
究
の
担
い
手
の
確

保
や
予
算
の
捻
出
。
こ
れ
ら

を
克
服
し
「
３０
年
ま
で
に
環

境
に
適
応
し
た
栽
培
方
法
を

確
立
す
る
。
新
し
い
品
種
の

栽
培
試
験
や
香
味
試
験
を
終

わ
ら
せ
て
生
産
者
を
支
援
し

て
い
き
た
い
」
と
い
う
。

直
営
農
園
周
辺
の
協
力
農

家
で
も
試
験
を
実
施
し
今
年

で
７
年
目
を
迎
え
る
。
今
後

は
、
こ
れ
ら
の
協
力
農
家
の

ほ
か
、
気
候
が
比
較
的
近
い

と
さ
れ
る
東
テ
ィ
モ
ー
ル
や

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
へ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
や
技
術
の
提
供
も
視
野

に
入
れ
る
。

先
立
っ
て
講
演
し
た
国
立

環
境
研
究
所
の
岡
和
孝
氏

は
、
日
本
国
内
の
気
候
変
動

の
実
態
に
つ
い
て
次
の
通
り

列
挙
し
た
。

�
�
年
平
均
気
温
は
１
０

０
年
あ
た
り
約
１
・
２１
℃
の

割
合
で
上
昇
。

�
�
猛
暑
日
は
１０
年
あ
た

り
０
・
２
日
増
加
。

�
�
熱
帯
夜
は
１０
年
あ
た

り
１
・
７
日
増
加
。

�
�
滝
の
よ
う
に
降
る
雨

（
５０
�
／
時
以
上
）
の
年
間

発
生
回
数
は
１０
年
あ
た
り
２７

・
５
回
増
加
。

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
幅

広
い
方
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
気
候
変
動
適
応
を
知
っ
て

も
ら
う
の
が
狙
い
」
（
岡

氏
）
と
し
、
民
間
事
業
者
と

し
て
は
キ
ー
コ
ー
ヒ
ー
の
ほ

か
東
京
地
下
鉄
と
日
清
製
粉

が
講
演
し
た
。

ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
海
外
の
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

と
常
設
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム

で
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
国

内
外
へ
の
情
報
発
信
の
拠
点

と
し
て
も
活
動
し
て
い
く
。

同
社
は
２１
年
３
月
を
ゴ
ー

ル
と
す
る
中
期
経
営
計
画

で
、
「
新
市
場
の
創
出
に
繋

が
る
独
自
性
豊
か
な
新
製
品

開
発
と
新
技
術
開
発
」
を
経

営
基
本
戦
略
と
し
て
い
る
。

こ
の
Ａ
＆
Ｉ
セ
ン
タ
ー
を
食

品
用
改
良
剤
に
お
け
る
グ
ロ

ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中

心
に
据
え
、
国
内
外
の
加
工

食
品
メ
ー
カ
ー
の
ベ
ス
ト
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー

と
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

�
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
＆

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

概
要
�
所
在
地
�
千
葉
県
千

葉
市
美
浜
区
新
港
５６
▽
業
務

内
容
�
食
品
用
改
良
剤
の
基

礎
研
究
、
商
品
開
発
、
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
▽
延
床
面
積

�
約
４
千
�
（
６
階
建
て
）

▽
投
資
金
額
�
約
１６
億
円
▽

研
究
員
数
�
約
６０
人
。

変
更
し
た
も
の
で
高
野
豆
腐

に
含
ま
れ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
量

が
大
幅
に
減
少
し
、
よ
り
健

康
的
な
食
材
と
し
て
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
。
同
社
は
既
に
１４

年
秋
か
ら
新
製
法
に
よ
る
製

品
を
「
新
あ
さ
ひ
豆
腐
」
と

し
て
発
売
し
て
お
り
、
１７
年

１１
月
に
は
厚
生
労
働
省
か
ら

厚
生
労
働
省
健
康
局
長
賞
を

受
賞
し
て
い
る
。

高
野
豆
腐
は
調
理
後
の
仕

上
が
り
を
や
わ
ら
か
く
さ
せ

る
た
め
、
製
造
過
程
で
膨
軟

剤
が
使
用
さ
れ
る
。
大
昔
は

ア
ン
モ
ニ
ア
が
使
用
さ
れ
て

い
た
が
、
調
理
の
際
に
ア
ン

モ
ニ
ア
臭
を
抜
く
必
要
が
あ

り
水
を
何
度
か
変
え
た
り
熱

湯
を
使
用
す
る
な
ど
手
間
が

か
か
っ
た
。
約
４０
年
前
に
ア

ン
モ
ニ
ア
に
代
え
て
重
曹
を

使
用
す
る
方
法
が
開
発
さ
れ

調
理
の
手
間
が
省
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
長
ら
く
重
曹
が

使
用
さ
れ
続
け
て
き
た
が
、

減
塩
志
向
の
高
ま
り
を
受
け

て
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
を
使
用
す

る
製
法
が
開
発
さ
れ
た
。

「
新
あ
さ
ひ
豆
腐
」
は
製
品

に
含
ま
れ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
量

が
１
・
２
�
で
、
一
般
的
な

高
野
豆
腐
の
７２
・
６
�
に
比

べ
９８
％
減
と
減
塩
効
果
が
期

待
で
き
る
。

ま
た
、
製
品
に
含
ま
れ
る

カ
リ
ウ
ム
は
１
２
９
�
で
一

般
的
な
高
野
豆
腐
の
２３
倍
含

ま
れ
て
お
り
カ
リ
ウ
ム
に
よ

る
ナ
ト
リ
ウ
ム
排
出
効
果
も

期
待
で
き
る
。

旭
松
食
品
は
こ
の
ほ
ど
、

高
野
豆
腐
の
新
製
法
特
許
を

取
得
し
た
。
高
野
豆
腐
製
造

に
使
用
さ
れ
る
膨
軟

剤
を
重
曹
（
炭
酸
水

素
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
か

ら
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
に

�
�
�
�

厳
し
い
推
移
が
続
く
焼
酎
市
場
だ
が
、
甲
類
は
業
務
用
の
レ
モ
ン
サ
ワ
ー
ブ
ー
ム

に
よ
り
他
の
和
酒
よ
り
下
げ
幅
が
小
さ
い
が
、
乙
類
の
落
ち
込
み
は
や
や
大
き
い
。

回
復
へ
の
決
定
打
は
見
い
だ
せ
な
い
中
、
地
道
な
テ
コ
入
れ
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
今
年
４
月
の
課
税

数
量
は
甲
類
が
前
年
比
１
０

６
％
、
乙
類
は
１
０
９
・
９

％
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
史
上

初
の
１０
連
休
に
備
え
た
受
注

の
た
め
だ
が
「
期
待
し
た
数

字
を
や
や
下
回
り
、
仮
需
と

は
い
え
な
い
」
と
の
声
も
聞

か
れ
た
。
ま
た
連
休
中
の
消

費
は
大
き
く
広
が
ら
ず
、
５

～
６
月
は
市
中
在
庫
が
残
っ

て
し
ま
っ
た
模
様
だ
。

甲
類
で
は
業
務
用
の
レ
モ

ン
サ
ワ
ー
が
下
支
え
し
て
い

る
と
さ
れ
る
が
、
大
容
量
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
中
心
と
し

た
家
庭
用
で
の
落
ち
込
み
が

続
く
。
外
食
で
ブ
ー
ム
と
言

わ
れ
つ
つ
も
家
庭
で
手
作
り

す
る
ユ
ー
ザ
ー
は
少
な
く
、

Ｒ
Ｔ
Ｄ
（
缶
チ
ュ
ー
ハ
イ
）

や
サ
ン
ト
リ
ー
「
レ
モ
ン
サ

ワ
ー
の
素
」
な
ど
が
受
け
皿

に
な
っ
て
い
る
模
様
だ
。
サ

ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
も
１０
月
８
日

に
「
濃
い
め
の
レ
モ
ン
サ
ワ

ー
の
素
」
を
発
売
す
る
。

乙
類
で
も
、
特
に
西
日
本

の
ス
ー
パ
ー
で
は
Ｒ
Ｔ
Ｄ
へ

流
出
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る

が
、
東
日
本
で
は
は
っ
き
り

し
な
い
ま
ま
落
ち
込
ん
で
い

る
。
乙
類
が
多
い
九
州
に
も

波
及
し
始
め
た
レ
モ
ン
サ
ワ

ー
と
合
わ
せ
て
甲
類
が
入
る

ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
「
ま
す
ま

す
ユ
ー
ザ
ー
の
奪
い
合
い
に

な
る
」
と
の
声
も
。
一
部
を

除
き
情
報
発
信
不
足
も
指
摘

さ
れ
、
他
酒
類
と
比
べ
て
埋

没
気
味
と
も
言
わ
れ
る
。

落
ち
込
み
が
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
は
紙
パ
ッ
ク

商
材
を
中
心
に
上
位
メ
ー
カ

ー
に
よ
る
価
格
戦
も
激
し

い
。
「
個
々
の
販
売
容
量
は

増
え
る
だ
ろ
う
が
、
市
場
全

体
で
は
利
益
は
伸
び
ず
苦
し

い
」
と
の
声
も
多
い
。

混
和
市
場
も
厳
し
い
が
、

代
表
的
な
ブ
ラ
ン
ド
、
ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル
「
か
の
か
」
、
サ

ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
「
こ
く
い

も
」
は
安
定
的
な
動
き
。

た
だ
、
高
齢
者
の
増
加
に

伴
い
再
び
健
康
志
向
に
注
目

が
集
ま
る
の
で
は
、
と
の
声

も
複
数
聞
か
れ
る
。
食
を
選

ば
な
い
焼
酎
の
良
さ
と
と
も

に
脚
光
を
浴
び
る
可
能
性
が

あ
る
と
し
て
「
そ
の
時
に
選

ば
れ
る
も
の
を
造
ら
な
い

と
」
（
メ
ー
カ
ー
関
係
者
）

理
研
ビ
タ
ミ
ン
は
、
千
葉

市
の
千
葉
工
場
内
に
建
設
し

て
い
た
食
品
用
改
良
剤
の
新

研
究
開
発
施
設
「
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
＆
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
」
（
Ａ
＆
Ｉ
セ

ン
タ
ー
）
を
１０
月
１
日
か
ら

稼
働
す
る
。

同
社
の
食
品
用
改
良
剤
事

業
は
、
加
工
食
品
メ
ー
カ
ー

が
抱
え
る
課
題
、
要
望
を
収

集
し
、
メ
ー
カ
ー
の
「
開
発

ス
タ
ッ
フ
」
と
し
て
解
決
に

取
り
組
む
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

事
業
の
研
究
開
発
拠
点
は
従

来
、
千
葉
工
場
内
と
大
阪
工

場
内
の
研
究
部
、
草
加
工
場

内
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
３
か
所
だ
っ
た

が
、
今
回
こ
れ
を
千
葉
工
場

１
か
所
に
集
約
す
る
。

改
良
剤
の
基
礎
研
究
か
ら

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
が

一
貫
し
て
実
施
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
パ
ン
、
和
菓
子
、

洋
菓
子
、
飲
料
、
豆
腐
、

麺
、
畜
肉
製
品
、
惣
菜
な
ど

の
分
野
ご
と
に
分
か
れ
た
試

作
室
を
備
え
、
新
し
い
価
値

創
造
も
行
え
る
。
企
業
と
直

接
対
話
し
、
目
的
を
共
有
し

な
が
ら
、
現
場
に
よ
り
近
い

機
器
・
設
備
で
の
試
作
評
価

が
可
能
。
ま
た
、
上
海
や
シ

と
い
う
。
「
選
ば
れ
る
た
め

に
は
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
が

必
要
だ
」
（
同
）
と
言
わ
れ

る
。
健
康
や
食
が
鍵
と
な
る

可
能
性
も
あ
ろ
う
。

ビ
ー
ル
社
系
グ
ル
ー
プ
な

ど
営
業
力
の
強
い
企
業
は
市

場
回
復
へ
手
を
打
つ
。
ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル
は
「
麦
か
の
か
」

が
レ
モ
ン
サ
ワ
ー
と
し
て
も

飲
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
て
業
務
用
で
果
物
入
り
の

炭
酸
割
を
提
案
。
「
金
黒
」

で
は
芋
焼
酎
ハ
イ
ボ
ー
ル

「
キ
ン
ク
ロ
タ
ン
サ
ン
」
提

案
を
、
壇
蜜
起
用
の
販
促
資

材
と
と
も
に
拡
大
を
図
る
。

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
で
は
昨

年
の
秋
に
家
庭
用
に
も
広
げ

た
乙
類
「
和
ら
麦
」
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
、

飲
食
店
で
の
露
出
も
高
め
て

い
く
考
え
。
混
和
芋
ブ
ラ
ン

ド
№
１
の
「
こ
く
い
も
」
で

は
赤
芋
の
原
酒
が
当
た
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
。

メ
ル
シ
ャ
ン
で
は
業
務
用

を
中
心
に
「
白
水
」
の
ソ
ー

ダ
割
り
提
案
を
展
開
、
間
口

は
増
え
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

市
場
で
は
米
焼
酎
が
少
な
い

こ
と
も
あ
り
「
こ
め
焼
酎
白

水
」
で
は
梅
干
を
入
れ
た
炭

酸
割
を
「
お
に
ぎ
り
ハ
イ
ボ

ー
ル
」
と
し
て
提
案
中
。
炭

酸
割
の
提
案
を
、
家
庭
用
で

も
定
番
化
を
図
り
た
い
考
え

だ
。

「
さ
と
う
グ
ル
ー
プ
、
地
域
に
根
差
す
ス
ー
パ
ー
へ
」

（
近
畿
版

７
面
）

「
生
産
・
消
費
と
も
厳
し
く
」

（
干
瓢
特
集

８
面
）

き
ょ
う
の
主
な
内
容

焼 酎

１１００
連連
休休
でで
消消
費費
はは
伸伸
びび
ずず

�
健
康
�が
鍵
に
な
る
可
能
性
も

分
野
ご
と
の
試
作
室
備
え

新
研
究
開
発
施
設
が
稼
働
理研ビタミン

�新あさひ豆腐�製法特許取得
旭松食品

減塩付与でより健康的な食材に

気
候
変
動
に
適
応
す
る
コ
ー
ヒ
ー

キキ
ーー
ココ
ーー
ヒヒ
ーー
、、新新
品品
種種
・・
新新
農農
法法
でで
挑挑
むむ

気
温
上
昇
が
コ
ー
ヒ
ー
に
悪
影
響

講演したキーコーヒーの川股副社長

国
立
環
境
研

究
所
気
候
変

動
適
応
セ
ン

タ
ー
気
候
変

動
適
応
戦
略

研
究
室
の
岡

主
任
研
究
員

㊧
と
川
股
副

社
長
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